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　プロジェクト後半の2大活動であるうちの1つ、全国展開がスタートしました。
　7月1日に開催された第1回ワークショップのテーマはデータ管理です。データ
管理はプロジェクトの活動成果（Output）1にあるように、プロジェクト開始当初から
取り組んで来ました。今回のワークショップで紹介された成果物は、「データ管理
マニュアル」と「水道事業年報」です。「データ管理マニュアル」は2012年11月30
日のデータ管理ワークショップを皮切りに、どのようなデータが計画策定には必
要なのか、それらのデータは水道公社で収集しているか、収集していたとしても
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第1回全国展開ワークショップ、第1四半期活動報告、短期専門家着任
　プロジェクト後半の2大活動の1つ、全国展開が始まりました。今後四半期
ごとに実施するワークショップは全国展開の場となります。第1回目のテー
マは水道事業計画・運営にとって要となるデータ管理。重要なのは誰もが
分かっていますが、体系的・効率的に管理されていないのが現実です。プ
ロジェクト開始から取り組んできた成果が報告されました。
　今号からC/P組織ごとの当面の活動項目とその進捗をお伝えしていきま
す。今回は公共事業運輸省・住宅都市計画局・水道課（WSD）の活動進捗
を報告します。他には、2015年度第1陣短期専門家着任の様子もお伝えし
ます。

ラオス⽔道公社事業管理能⼒向上プロジェクト
 ラオス国では1999年に出された⾸相令により、2020年までに都
市⼈⼝の8割に対して24時間の安全で安定的な都市給⽔を⾏うこと
を⽬標としています。JICAをはじめ各ドナー機関はこれまでに様
々な⽀援を⾏っていますが、2010年の都市における⽔道普及率は
55％にとどまっています。国が掲げる⽬標値を達成するためには、
⽔道施設のさらなる拡張・更新、そのための事業運営の効率化を通
じた投資資⾦の確保が必要です。事業運営効率化に向けては、これ
までに短期的な計画策定とモニタリングの枠組みが設定されていま
す。しかし、⾃⼒では短期計画の策定や更新ができない⽔道公社が
多く実効性に乏しい枠組みとなっています。また、⽔道施設拡張・
更新に必要な、中⻑期的な⽔需要予測や財政収⽀⾒通しに基づく事
業計画の策定とモニタリングは管轄省庁である公共事業運輸省によ
る制度化すらされておらず、現にほとんどの⽔道公社は中⻑期事業
計画を有していません。
 そのため、本プロジェクトでは、公共事業運輸省を主なカウンタ
ーパートとし、⾸都ビエンチャン、ルアンパバーン県、カムアン県
の⽔道公社をパイロット⽔道公社に選定し、①事業計画策定に必要
なデータ管理強化、②短期・中期・⻑期事業計画策定／実施能⼒強
化、③事業計画モニタリング強化、④⽔道事業計画技術ガイドライ
ン整備、⑤事業計画策定の全国普及へのメカニズム構築を⾏い、事
業管理能⼒強化の仕組みの整備を⾏っています。
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　MaWaSUプロジェクトのカウンターパート（C/P）は広義でいえば全国の水道公
社と水道行政になりますが、3つのパイロット水道公社を設定し、そこを拠点に全
国展開システムを構築するため、狭義では①首都ビエンチャン水道公社（中央
部）、②ルアンパバーン県水道公社（北部）、③カムアン県水道公社（南部）の3パ
イロット水道公社に加えて、水道行政は中央レベルの④公共事業運輸省・住宅
都市計画局（DHUP）・水道課（WSD）と⑤水道規制室（WASRO）、県レベルの3パ
イロット県の⑥県公共事業運輸局（DPWT）になります。
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その精度は十分か、などが検討されてきました。専門家
団との日々のOJTを通じて、膨大な量のデータ項目が
最終的に8分野47データリストに集約。水道事業運営に
必要なデータを「いつ」、「だれが」、「どこから」、「どのよ
うに」収集するかを整理したデータ管理マニュアルとす
べく、専門家団から提案されたフォーマットに従い3パイ
ロット水道公社の各分野担当職員が、データリスト毎の
データ管理マニュアルを作成しました。さらに3パイロッ
ト水道公社のデータ管理マニュアル作成担当が毎月の
分科会で協議し、3パイロット水道公社統一のデータ管
理マニュアルが作成されました。
　また、データ管理マニュアルには、収集していないデ
ータや精度が不十分なデータを改善していくためのデ
ータ管理改善計画も含まれています。
　今回紹介されたデータ管理マニュアルは2014年版で
いわゆる初版です。2015年はさらに更新（改善）され、
最終的にDHUP（公共事業運輸省・住宅都市計画局）
局長が承認し最終版となります。

　水道事業年報は管理
されたデータによって
作成が可能となり、ワー
クショップで紹介したカ
ムアン県水道公社の発
表によると目的は、以
下のとおりです。
1. 1年間の水道事業
活動をまとめ知ること

2. 水道公社内外への広報
3. 支援ドナーなどへの情報提供
　以前は首都ビエンチャン水道公社のみ水道事業年報
を作成していましたが、MaWaSUによってルアンパバー
ン県水道公社、カムアン県水道公社でも作成されるよう
になりました。
　2013年版では3パイロット水道公社間で目次や内容、
表などが異なっていましたが、水道事業年報分科会で
協議され、2014年版からは統一、今回のワークショップ
で紹介することにより、2015年版（2016年作成）からは全
国の水道公社で水道事業年報が作成されることが期待
されます。
　MaWaSUメンバーのワークショップでの発表は以下の
とおりでした。
1. DHUP：MaWaSUプロジェクトの概要
2. WASRO：データ管理の重要性
3. 首都ビエンチャン水道公社：長期計画作成におけ

るデータ管理の重要性
4. ルアンパバーン県水道公社：データ管理マニュアル
5. カムアン県水道公社：水道事業年報、顧客アンケー

ト、職場アンケート
　実際にデータを管理し活用する3パイロット水道公社
からは、3年間のMaWaSUでの地に足が着いた報告で、
各県水道公社も自分たちでできると感じたに違いありま
せん。支援してきた専門家団の喜びだけでなく、すべ
ての発表後、首都ビエンチャン水道公社元総裁のMr. 
Boribounが下村チーフアドバイザーに声をかけ、「私が
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総裁の時にこのプロジ
ェクトがあればもっと水
道事業が良くなってい
たのに」と感想を述べ
ていました。
　このワークショップの
様子は地元英字新聞
Vientiane Times紙、ラ
オス語新聞Vientiane 
Mai紙にも掲載され、ラオス水道分野における関心の高
さが伺われます。
　第1回全国展開ワークショップに合わせて、月例の行
政会議、分科会、活動報告会が開催され、全国の水道
公社、県行政もオブザーバーとして参加し、合計3日間
出席することでMaWaSUプロジェクトの活動内容をより
深く理解してもらえたものと思います。
　次回の全国展開ワークショップ（テーマ：現状分析）、
行政会議、分科会、活動報告会は8月24～26日に実施
する予定です。
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　2015年度第1陣短期専門家が着任しました。
　2012年から延べ29名の短期専門家のバトンを引き継
いでの着任です。着任順に、川崎市上下水道局・越智
龍太専門家（配給水管網）、さいたま市水道局・村山真
紀専門家（配給水管網）、さいたま市水道局・永堀義秀
専門家（水道事業経営管理・営業）、埼玉県企業局・西
村亜晃専門家（行政機能／浄水場施設計画）、横浜市
水道局・高柳友紀専門家（水道事業経営管理・財政）
の5名です。6月3日～10月15日まで、それぞれ1～3ヶ
月の派遣期間中にMaWaSUプロジェクトの活動進捗を
支援します。
　今期間の主な支援内容は、①長期計画に基づく2015
年年次計画の活動推進、②2015年前期決算、③2015
年決算推定です。加えて、これまで取り組んでいる
①2012～14年活動取りまとめ（第1次中期経営計画決
算）、②2014年決算、③2015年予算（未完成のもの）
、④2012～20年長期計画の年次割りとなります。
　また、2015年は漏水
調査、工事管理強化年
でもあり、昨年度に調
達した供与機材（漏水
探知機、工事管理キッ
ト）を用いての技術向
上も支援します。
　財政分野は短期専門
家派遣期間が1ヶ月と短いこともあり、特別支援体制とし
て期間内に3パイロット水道公社を巡回するスケジュー
ルを組んだり、3パイロット水道公社合同のOJTを実施
するなど工夫します。
　別項のとおり、全国展開
も開始されていますが、長
期計画の完全実施はプロ
ジェクト後半の2大活動の
うちのもう1つです。短期
専門家団による3パイロッ
ト水道公社への支援が益
々期待されます。

　行政の役割は、将来の
ラオスの水道はどうあるべ
きかという方向性を示し、
それに向けての推進およ
び管理監督です。公共事
業運輸省DHUPが水道行
政を管轄しており、2013
年に都市水道・衛生分野
戦略（2013-2030）を作成しました。この戦略に沿って
MaWaSUプロジェクトでは、DHUPの水道課（WSD）とと
もに、水道公社への指針ともいえる水道ビジョンの作成
に取り組んでいます。
　さいたま市水道事業長期構想を参考に、水道ビジョン
は以下の全10章で構成されています。
1. 水道ビジョンの目的
2. 水道の現況と将来の見通し
3. 水道の目指すべき方向性
4. 国の長期的な政策目標
5. 政策目標を達成させるための水道施策の推進
6. 水道事業経営目標
7. 安全な水の給水の確保
8. 安定した給水の確保
9. 持続させるための健全な経営の確保
10. 政策目標スケジュール
　WSDが取りまとめ役となって分科会で協議をし、行政
会議で報告をしています。現在は、各章の内容を分科
会員で共有し理解を深めています。今後、各C/P組織
がそれぞれの章を担当し具体的な執筆活動に入って
いきます。
　WSDとは週1回の勉強会を行っており、上記水道ビジ
ョンの他、PPP（Public-Private Partnership）と水道協会
について協議を行っています。
　PPPは都市水道普及率2020年80%、2030年90%を達成
するために民間活力を取り込もうということです。いくつ
かの県ではPPPが開始されていますが、水道分野PPP
の法律やガイドラインはまだ作成されていません。WSD
では現状を把握するとともにPPPの課題を取りまとめガ
イドライン作成を目指しています。これまでに現状把握
は凡そ終了し、課題の抽出作業が行われています。
　水道協会は研修や認証、検査など各県水道公社が
単独で行うよりも共同で行った方が効率のよい施策の
抽出と具体的な実施方法を検討しています。現在は、
公共事業運輸省内の水
道行政再編が検討されて
おり、新体制が整った後
に協議を再開する予定で
す。
　今回はWSDの活動を報
告しました。次回は水道
規制室（WASRO）にスポッ
トを当てたいと思います。

*** 皆様のご意⾒・ご感想をお待ちしております ***
ラオス⽔道公社事業管理能⼒向上プロジェクト事務所
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ビジョン分科会でも議事取りまとめを行う
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